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Body　and　Language　in　European　LiteratUre
The　Naked　Body　of　Odyssey
Masaki　KONDO
　　　　　　Vico　reasoned　that　an　individual　called“Homeros”which　meant　blindness　in　Ionian　dialect
did　not　exist，　and　that　he　was　a　type　of　minstrel　among　Greek　nations　and　a　poet　as　an　idea．　On　the
other　hand　there　has　long　been　a　belief　that　it　is　not　nations　nor　traditions　but　an　individual　poet
drawing　upon　traditions　that　creates　poetry．
　　　　　　The　04ソ∬ey　of　Homer，　which　was　translated　by　S．　H．　Butcher　and　A．　Lang　and　published　in
London　in　l879，　has　a　possibility　that　it　was　read　by　James　Joyce　who　based　Uly∬es　on　the
composition　of　The　Oの∬¢y，　although　Stanislaus　Joyce　recollected　that　his　brother　James　used
Samuel　Butler’s　translation　in　prose，　together　with　William　Cowpef’s　in　verse．　The　words　and　style
of　Butcher　and　Lang，　however，　sometimes　sound　of　the　same　quality　as　some　specific　parts　of
びら～∬es　and　Finnegans〃a舵，　which　invites　me　to　try　and　prove　that　their　translation　made　its　way
into　Joyce’sworks．　For　example　the　very　opening　phrase　of　The　04ソ∬8y，“Tell　me，”is　the　leading
words　under“0”in　the　trianguiar　typography　of山e　first　three　lines　of　the　gtory　of　Anna　Livia
Plurabelle　in　Finnegans　V晦舵，　which　Joyce　most　loved　in　this　work　and　even　let　his　reciting　of　a
passage　from　it　be　recorded．　Another　enchanting　phrase，“the　river　running，”is　found　in　the　chapter
of“Nausicaa．”It　is　composed　of　the　ending　word，“the，”and　the　beginning　phrase，“river　run，”of
Finnegans　WakO．　Moreover　the　somewhat　womanly　atmosphere　of　the　chapter　corresponds　to　that
of　Anna　Livia’s　and　suggests　the　organic　moment　of　birth　of　Odyssey　as　a　man．
　　　　　　Finally“the　scar　of　the　wound”on　Odyssey’s　knee，　with　which　he　was　identified　on　his
retum　home　by　his　old　nurse，　Eurycleia．　This　is　the‘‘body”of　The　Oめ～∬8y．　It　may　be　possible　to
imagine　Odyssey’s　body　from　the　meaning　of　words，　but　difficult　to　imagine　Homer’s　body　and
voice．　It　is，　however，　a　new　subject　of　literary　criticism　to　find　the『organic　relationship　of　an　author
or　authoress　and　his　or　her　work　by　tracing　for　the　invisible　contour　of　his　or　her　eyes　and　bqdy　on
the　text　and　feeling　for　the“flesh”of　the　text，　as　we　see　how　Homer’s“blind”ルlanazashi　and　body
are　reflected　on　his　detailed　representation　of　each　scene．
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《個人研究》
西洋文学における身体と言語
一オデュッセウスの裸身一
近藤正毅
　ホメーロスの『オデュッセイア』が口承文学であるか，部分的にせよ文字を使って構成さ
れたものであるかの議論は終ることがない。ヴィーコも，イオニア方言で「盲目」を意味す
る「ホメーロス」という特定の個人は実在せず，ギリシア諸民族の語り部たちの一典型であ
り，観念上の詩人であったと推論した｛1）。ホメーロスへの言及は紀元前700年頃になって初め
て現われるが，最近の研究ではもろもろの叙事詩は紀元前8世紀の半ばにはギリシア世界の諸
地方で知られており，ギリシア語のアルファベットはそれよりかなり前に潮られ，ホメーロ
スはそれを使い慣れていたと考えられている。詩を創造するのは民族でも伝承でもなく，伝
承の力を借りた詩人個人であるという考えも絶えることなく続いている｛2｝。
　『オデュッセイァ』をジェイムズ・ジョイスの『ユリシーズ』と『フィネガンズ・ウェイク』
の文体と比較するたあに，発行年代からして彼が読んだと思われるS．H．　ButcherとAndrew　Lang
共訳の英語散文訳にもとついて（3），話者と主人公と言語がどのように肉付けられていくかを見
てみたい。この平易で流麗な散文訳は，そのテクスト自体が，ジョイスに読まれたことを証
明しているように感ぜられるし，さらにジョイスのテクストの内部への流入を跡付けること
ができるならば，まさに古典言語の近代言語への復活を目撃することになるからである。
1．Te且l　me
Tell　me，　Muse，　of　that　man，　so　ready　at　need（4），
「かの人を語れ，ムーサよ，　（……）機に応じ変に処するにたけた男を。」
　『オデュッセイア』の冒頭はこのように始まるが，いきなり天の女神に向かって語りをねだ
るこの甘えた口調は，即座に『フィネガンズ・ウェイク』の中でジョイスがもっとも愛し，
自らその一部を朗読して録音させもした，　「アナ・リヴィア・プルーラベル」の章の冒頭，
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「
　　　　　　　　　　O
　　　　　　　tell　me　all　about
　　　　Anna　Livia！Iwant　to　hear　all〔5）
　　　　　　　　　　が　　　　　　　　　　0
　　　　　　　話しておくれよ
アナ・リヴィアのことを！なにもかも聞かせて 」
を想い出させる。アナ・リヴィア川を挟んで二入の洗濯女が対話を始める。若い女が年配の
女に，川の名前でもあるアナ・リヴィアという，すべての女を代表する女の話をしてくれと
せがむ。川の流れのようにしつこい，甘えた声はこの章の終りまで続き，夜の帳りが下りる
とともに，楡の木と川辺の石に変じる。
Te11　me，　tell　me，　tell　me，　elm！Night！night！Telmetale　of　stem　or　stone（6｝．
「器して，器して，器しておくれ，籍しておくれよ，韓の穣よ！韓れる援よ！塁だか宕だ
　　はなしかの話を。」
　まだだれも作中人物が登場しないうちに，いきなり「語れ」という声がどこからともなく
上がるとき，話者は読者に呼ばせ，語りを催促させており，詩神である自らに弾みを与えて
いる。読者にとってはそれは天の声であり，また自分もその一人である民衆の叫び声でもあ
る。聴衆の掛声とともに話者は舞台に呼び出されるが，姿は見えない。
　オリンボスの神々がゼウスの娘，アテーネーに向かって物語を要請したことばは，まだ何
も存在せぬ物語の冒頭で，まさに空を飛ぶ形なき声である。命令形動詞のもっこの非人稻的
性質は，のちにサミュエル・ベケットの最後の作品で主体の非人稻化と消滅を考察する際に
言及することになる。
　このあと話者はオデュッセウスが海と地震の神ポセイドーンの怒りのため，故郷イタケー
に帰国できぬ経緯を語る。ついでゼウス宮に集まった神々の中でゼウスが口を切り，人間は
おのれの愚かさゆえに苦労を舐めているのだと語る。それに対し娘アテーネーはオデュッセ
ウスの不幸に心を痛め，なぜトロイエーで心ゆくまで犠牲を捧げたオデュッセウスにかくも
お怒りかと訴える。女神に答えて「雲を集めるゼウス」は，what　word　hath　escaped　the　door
of　thy　lips（7｝？と言って，オデュッセウスがポセイドーンの息子キュクロープスを盲にしたため
に，ポセイドーンが怒ってオデュッセウスを故郷に近づけずさ迷わせているのだ。がいまや
帰れるように計らってやろうと語る。「なんという言葉が姫の唇の扉から抜け出るのだ」とい
う表現は，言葉がまさに風のごとく女神の口を通り抜けるさまを思わせる。じっさいアテー
ネーは「風の息吹のように速やかに」涯しない海の上も大地の上も渡る黄金のサンダルを足
に結ぶ。
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　アテーネーはイタケーに飛び，テーレマコスに会って父親オデュッセウスの生存を教える。
父親にっいての知らせはもはや信じなくなっていたテーレマコスは思案に暮れ，踵要エウリ
ュクレイアに導かれて寝室に退る。
　第一巻のこの終結部を話者が語るとき，そこにはにわかに親密な雰囲気がかもし出される。
オデュッセウスの父親ラーエルテースが自分の財産の二十頭の雄牛で買い取って妻同様に大
切にしたが，妻の怒りを恐れて決して床を共にすることはなかったというエウリュクレイア
は，テーレマコスを慈み，乳母の務めも果たしたが，この二人が寝室に赴き，そこにいる間
ひと言も交わされず沈黙が保たれていることが，そしてテーレマコスが柔かい肌着を脱いで
老女に渡し，彼女がそれを畳んで雛を伸ばし，寝床のそばの釘にかける仕種が，すべてを理
解し合っている母子のような，人間的な心の交流の現実感を生み出している。広間での風の
ような陳述が止んで，石の壁に囲まれた寝室に入った安らぎと静けさが，寝床や肌着や，心
得た老女の手の身近な日常性にゆっくり聞き手の注意を集中させるのであるが，なによりも
松明をもつ女の手，肌着を受け取るこまやかな女の手の存在が，まだ子供のように肉体的存
在感の稀薄な，悩めるテーレマコスの私室に，濃厚な人間臭を発散させたのである。
Then　he　opened　the　doors　of　the　well－builded　chamber　and　sat　down　on　the　bed　and　took　off　his
soft　doublet，　and　put　it　in　the　wise　old　woman’s　hands．　So　she　folded　the　doublet　and　smoothed
it，　and　hung　it　on　a　pin　by　thejointed　bedstead（8｝，
「テーレマコスはしっかりと造られた寝部屋の扉を開き，寝床に坐って，柔かい肌着を脱
ぎ，心得た老女に手渡すと，木組みの寝床のそばの釘にかけ，」
　女神アテーネーの勇気や飛翔力とはちがう，奴隷女エウリュクレイアのもつ静かな慈愛が
作る人間的な時間と空間の尺度である。
　それに対して，第二巻の終りでアテーネーが用意した船に漕ぎ手もテーレマコスも乗り組
むと，彼女は西の順風を吹き送り，白帆は風で腹を満たし，暗い波が舳に泡立つ。
And　grey－eyed　Athene　sent　them　a　favourable　gale，　a　fresh　West　Wind，　singing　over　the　wine－
dark　sea〔9｝．
「かれらのために輝く目のアテーネーは，葡萄色の海を歌声も高く吹き渡る西風の追手を送
った。」
And　the　wind　filled　the　belly　of　the　sail，　and　the　dark　wave　seethed　loudly　round　the　stem　of　the
running　ship，　and　she　fleeted　over　the　wave，　accomplishing　her　path（10）．
「風は帆の腹をみたし，走る船の粛の両側に沸き立つ波が大声で讐んだ。船は波路を渡って
進んだ。」
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櫨に坐。た女神アテーネーの身体は歌う風であり，風を孕んだ帆である．それは肉のない，
自然の要素の膨らみと運動で，肉をもたない声と言葉に似た，比喩的な身体である。
　ジョイスのテーレマコスであるスティーヴン・ディーダラスは六月の朝，ダブリン湾の浜
辺を歩きながら瞑想する。
　　　His　lips　iipped　and　mouthed　fleshless　lips　of　air：mouth　to　her　womb．　Oomb，　allwombing
tomb．　His　mouth　moulded　issuing　breath，　unspeeched：ooeeehah（11｝：
「彼の唇は空うな肉のない唇を覆って接吻した。彼女の子宮に応ずる口。字一首。
オ－ル・ウ－ミング・トゥ－ムすべてをはらむ墓。突き出した彼の口は息を吐き出したが，言葉にはならなかった。ウー
イイーハー。」
　彼の唇は肉のない，言葉にならない息の輪を自然の子宮でもあり墓でもある穴に口移す。こ
の自然はしかし風よりもはるかに肉をもっており，口から発せられた母音の息は唇に縁取ら
れ，音はなくとも穴の形があり，言葉は発せられなくとも子宮と墓穴の音節が読み取れる。ジ
ョイスの吹く風も流す水も言葉の記号にあふれている。それは自然の記号であるにしても，
ジョイスはそれを読み分ける。するとそれはジョイスが構築した言語の世界になる。子宮も
墓穴も言語の子宮であり，言語の墓穴となる。ホメ・・：一ロスの自然は神が記号を与え，神が言
葉を発する。地上の英雄神たちはその神の言葉を待ち，宥め，それに従う。
　こうしてピュロスに着いたテーレマコスはネストールから，トロイエーでの戦いのあと，
メネラーオスやアガメムノーンの帰国の途次あ苦難とその運命の物語を聞いたあと，馬車で
ラケダイモーンへ送られる。第四巻でメネラーオスから，オデュッセウスほど骨を折り苦労
したものはないと聞かされたとき，テーレマコスは，
at　his　father’s　name　he　let　a　tear　fall　from　his　eyelids　to　the　ground，　and　help　up　his　purple　mantle
with　both　his　hands　before　his　eyes｛’2，．
「父の名を聞いて，眼から涙を地に流し，両の手で紫の衣を眼の前にかざした。」
　この一瞬に読者が見るテーレマコスの身体は，瞼と涙と両の手だけである。地に落ちた一
滴の涙はテーレマコスの心の象徴であるが，まだ子として，大人の肉体をそなえぬ彼の存在
の記号でもある。彼はメネラーオスから，父オデュッセウスはニンフのカリュプソーの館に
引き止められて故国に帰れないでいるという事実を聞き出したあと，イタケーに帰ろうとす
る。その際メネラーオスからの贈物は家宝とするが，馬はイタケーには連れて行かぬと言
って，そこの風土を語る。
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In　Ithaca　there　are　no　wide　courses，　nor　meadow　land　at　all．　It　is　a　pasture－land　of　goats，　and
more　pleasant　in　my　sight　than　one　that　pastureth　horses；for　of　the　isles　that　lie　and　lean　upon
the　sea，　none　are　fit　for　the　driving　of　horses，　or　rlch　in　meadow　land，　and　least　of　all　is　Ithaca｛i3）．
「イタケーには馬を駆る広い道も牧場もない。それは山羊を飼うにむいていて，馬を飼うに
ふさわしい土地よりもわたくしには好ましいのです。海へと急な坂になっているどの島も
馬を駆るにはむかず，牧場にもとぼしいが，なかでもイタケーはそうなのです。」
　少年テーレマコスがわが故郷を，馬を飼うには適さない，山羊に向いた土地柄であると語
るところは，まだ戦争にも冒険にも行ったことのない自分の身体が，そこで育った牧歌的な
風土に投映されているのであって，この穏やかな土地柄は，この叙事詩の神話と英雄諌の基
底にある，人間的な地層を表わしている。オデュッセウスもやがてこの土地に帰って，その
肉体は土に還るどころか大地を圧するが，テーレマコスの肉体はまだ山羊の姿に重ねられて
透明である。
　イタケーではペーネロペイアがテーレマコスの帰国を待ち受ける危瞼を案じていると，ア
テーネーはそれを宥めに，イーカリオスの姫，イプティーソーの姿に似せた幻を創って送る。
ペーネロペイアは夫の安否を尋ねるが，幻は答えて，その人が生きているか死んでいるかの
話はしない。
it　is川to　speak　words　light　as　wind（14｝．
「むなしいことを口にするのはよくないこと。」
　と言い，扉のかんぬきを渡ってすべり，風の息吹の中へと消えて行く。
　風である幻が風のような軽い言葉を話すのはよくないと言うのには文学観が入っている。英
雄の物語は神の口から風の息吹きのように語られるのではなく，肉体をもった英雄たちの口
から語られるべきものであり，さらに人間の物語は詩人の口から語られるべきものだという
ことになるであろう。
2．　the　river　running
　第五巻で神々の会議が開かれ，カリュプソーの島で七年間，ニンフのカリュプソーの館に
引き止められ，帰国を阻まれて望郷と悲嘆の日々を暮していたオデュッセウスを，ゼウスは
女神アテーネーの助言を容れて帰国の途につかせることを決める。オデュッセウスは手造り
の筏に順風を受けてパイエークス人の地が遠望できるところまで帰るが，地震の神ポセイドー
ンに見っかり，嵐に翻弄されて水中に投げ出される。すると女神イーノー・レウコテエーが
それを見っけ，オデュッセウスに，カリュプソーが与えた着物を脱ぎ，風に流されるにまか
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せてパイエークス人の地へ泳ぎっけと言って不思議のヴェールを与える。ここでオデュッセ
ウスはこの物語の中で初めて全裸となり，荒波と格闘し，やがて断崖に打ち寄せられ，両手
で岩にしがみっく。ここで彼の肉体は生死の境の，ぎりぎりの皮一枚で現世につながってい
ようとする。ここはオデュッセウスの肉体が皮膚一枚の痕跡を岩肌に残す極限の状況である。
And　as　when　the　cuttlefish　is　dragged　forth　from　his　chamber，　the　many　pebbles　clinging　to　his
suckers，　even　so　was　the　skin　stript　from　his　strong　hand　against　the　rocks，　and　the　great　wave
closed　over　him（is．
「たこの吸盤に小石が一面についているように，そのようにかれの逞しい手から剥がれた皮
は岩にへばりついて残り，かれのほうは大波が蔽いかくした。」
　この写実的な細密描写を残してオデュッセウスはいったん波の外へ泳ぎ出したあと，っい
に川の流れ口を見つけるが，同時に読者はそこに驚くべき文句を見出す。
the　river　running（16），
　これこそ，20世紀の神話的な書物，ジョイスの『フィネガンズ・ウェイク』の冒頭の句，
riverrunである。ここから第六巻にかけて，女神にも似た乙女ナウシカアーが現われる部分
は，この物語の中でもっとも牧歌的な美しい情景であるが，それがジョイスが上掲書の中で
もっとも愛した第一部第八章の川の女，アナ・リヴィアの物語に対応し，また『ユリシーズ』
の第十三挿話「ナウシカア」のセンチメンタルでロマンチックな少女たちとブルームの出遭
いの場面に作り変えられているのはもちろんである。
　胎児のように水に弄ばれていたオデュッセウスはようやく生命の川の入口を探り当て，そ
こから陸に上る。もともと陸の人であった彼がっいに薗の中にのけぞり，穀物の母なる大地
に接吻したときの，ただの人間に還った安堵ははかり知れない。丘を登り，水辺の近くに森
を見っけ，オリーヴの繁みに入り，落ち葉に身を埋める。彼は「火種を隠すように」そこに
生命の種子を覆う。神のごとき英雄である間，海の妖怪神たちに弄ばれて苦難を舐めたオデ
ュッセウスが，カリュプソーにもらった虚飾の衣を脱ぎ捨て，船を棄て，裸で水中に入るこ
とによって再び人間に生まれ変るために，川に種子を蒔いたかのようである。
　この国のアルキノオスの姫，ナウシカアーは女神アテーネーの手引きで，婚礼の支度のた
めに腰元を連れて川辺に洗濯に行く。洗濯が終って乙女たちがボール遊びをするところはそ
のまま『ユリシーズ』の「ナウシカアー」挿話に使われている。ダブリン湾にはリッフィー
川が流れ注いでいるにせよ，ナウシカアーに相当する美少女，ガーティ・マクダウエルとそ
の女友だちたちがボール遊びをしているサンディマウント海岸には川は流れていない。ナウ
シカアーが投げたボールは渦巻く川の流れに落ちるが，その川の代りに，ガーティの足元に
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は暗い水溜りがあり，ボールはその縁に転ってくる。のちにブルームがしゃがんで覗くこの
水溜りは生命の川の代理をしているが，ボールはこの水溜りには入らず，それは逆説的に，
生命の否定的な象徴になっている。ブルームは欲情を掻き立てられ，ズボンの中で精液を射
出させたあと，この暗い鏡に近づいて中を覗き込むが，なんの生命の痕跡も認めることがで
きない。ナウシカアーの投げたボールは川の中に落ち，娘たちの上げた叫び声で人間オデュ
ッセウスは目を覚まし，自分の所在を思案し，人間の言葉を聞いたと思う。ボールと叫び声
はオデュッセウスの眠りの底から人間の生命を誕生させたことになる。
　乙女たちのボール遊びはこの物語の中では唯一の子供の遊びで，裸になった英雄が人間の
娘と出会う，里帰りの情景である。しかし話者はそれを獅子が空腹のため牛や羊を襲い，野
の鹿を追うようにと語る。オデュッセウスは繁みから這い出て，葉のっいた枝を折って下半
身を隠して乙女たちの前に現われるが，アテーネーに勇気づけられていたナウシカアー以外
は，海の塩と泡に汚れた恐ろし気な姿におびえて砂浜に逃げ散る。
　オデュッセウスが身の一部を枝で隠したのは人間の毒恥心である。そのあと彼の懇願に応
えてナウシカアーが腰元たちに命じ，彼の身体を川の水で洗ってやることになったとき，彼
はこのようにいう，
But　in　your　sight　I　will　not　bathe，　for　I　am　ashamed　to　make　me　naked　in　the　company　of　fair－
tressed　maidens（”｝．
「見ておいでのところでは，体を清めるのはいやだ。うるわしい髪の乙女たちのいるところ
で裸になるのははずかしい」
　この自意識は英雄というよりもふっうの人間のものである。塩で汚れたオデュッセウスは
乙女たちの前で小さくなっており，優しい，巧みな言葉を使う。彼はしばしば自分の魂や心
に語りかけて考え，また望郷の念にかられてはるか海の彼方を眺めたりしていたが，乙女た
ちの目を通して自分の身体を眺めるのはここが初めてである。それは裸の英雄というよりも，
裸の他国者か乞食である。そこでアテーネーはオデュッセウスをもっと丈高く逞しく見える
ようにし，頭からヒアシンスの花のように房ふさとした髪が垂れるようにした。彼はふたた
び英雄らしく優美な姿になり，姫は目を見張って恋心すら覚える。パイエークス人の王妃と
国王の好意をえて無事イタケーに送り届けてもらうためには，輝く英雄の姿になっていなけ
ればならないのである。人間の肉体は人間の言葉を語るようになるが，英雄の言葉を語るた
めには英雄の肉体を必要とする。
　ナウシカアーの誘いでオデュッセウスはアルキノオス王に会い，評定所のパイエークス人
め前で円盤投げを七て，だれよりも強い体力を示し，ゼウスがトロイエーからの帰り道にオ
デュッセウスに下した苦難に満ちた旅の物語を話す。第十一巻の，女神キルケーに命ぜられ
て冥界の王ハーデスとその后ペルセポネイアの館へ，盲の予言者，テーバイのティレシアー
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スの魂を尋ねに行ったときの話は，ダンテの地獄篇に通じるものがある。そこはキリスト教
世界の地上の罪により罰せられた亡者たちのうごめく地底であるが，ここにはより人間的な
ドラマで死んだものの亡霊がいる。オデュッセウスは留守中に死んだ母の魂に会って涙を流
す。母は羊の黒い血を飲んで，自分が死んだのは矢に打たれたのでも病のたあでもなく，「賢
くやさしいおまえ恋しさ」のためだという。オデュッセウスは思案し，母の魂を抱こうと思
う。
Thrice　I　sprang　towards　her，　and　was　minded　to　embrace　her；thrice　she　flitted　from　my　hands　as
ashadow　or　even　as　a　dream，　and　sharp　grief　arose　ever　at　my　heart（i8｝．
「三たび飛びついて母を抱こうとしたが，三たび母の魂は影か夢でもあるかのように，わた
しの手からふわりと抜け，わたしの心の痛みはそのたびにますます鋭くなった。」
　もっとも近しい肉体の絆で結ばれていた母子の関係が，このように死とともに肉体を失う
さまは神々とは違って，人間の死後の存在のはかなさを示している。言葉だけは声によって
翼をえて飛ぶ。ここではまだ文字によって留められることはない。声はすべての言葉の存在
の条件であり，それは死者にも認められている。母は人の子の死んだときの定めを語る。
For　the　sinews　no　more　bind　together　the　flesh　and　the　bones，　but　the　great　force　of　burning　fire
abolishes　these，　so　soon　as　the　life　hath　left　the　white　bones，　and　the　spirit　like　a　dream　flies　forth
and　hovers　nearfi9｝．
「というのは，もう筋は肉と骨とを締め合わせず，命が白骨を立ち去ると，これは燃えさか
る強い火が無に帰し，魂はまるで夢のように飛び立って，ふわふわと漂うのです。」
　母が逞しい肉体をもった息子に，人間は死後は肉体が地に痛することを話しているのであ
り，神話時代でも，死ぬ定めの人間は地上にしか生きられないことを語っている。天地自然
は永遠に生き残るにしても，英雄といえども人の子は，肉体をもっては地上にしか生きられ
ない。それを語る言葉のみが，それを歌う声によって語り継がれ，生き残っていくが，それ
がさらに文字をえたとき，物語は声からも離れて，一層肉体から遠去かりながら，読むこと
によって意味を伝えていく。
　『ユリシーズ』の医学生スティーヴン・ディ“ダラスは「若い芸術家の肖像」としてのジョ
イスの一部を代表しているが，その青年につきまとう，「息子に祈られずに死んだ嘆きの母」
の像の原型はここにあるのかもしれない。神々もオデュッセウスも肉体の中に存在している
が，肉体を失ったが妙に解剖学的物理的説明をするオデュッセウスの母の夢のような魂は，’
「湿った灰の臭いがする」スティーヴンの母の幻の，霊的ではあるがきわめて物質的でもある
性質に通じるものがある。
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3．the　scar　of　the　wound
　っいにオデュッセウスはパイエークス人の船に送られてイタケーに帰国し，ついでテーレ
マコスも帰国して，豚飼いのエウマイオスの家で対面するが，オデュッセウスは安全のため
に乞食の姿に身をやつしている。いよいよわが館に帰り，妻ペーネロペイアのいいっけで，
かってオデュッセウスの乳母であった老女エウリュクレイアが，自分の主人と同じ年輩のこ
の乞食姿の客人の足を洗う第十九巻の場面はこの物語の圧巻である。彼女はすでにこの旅に
疲れた客人の姿，声，足が二十年間行方知れずの主入オデュッセウスにそっくりだと感じ，
胸騒ぎがしている。これは一節後の本人確認の予感であり，その場面の予兆である。作中人
物のこのような心理表現はこの物語ではまれである。しかもこれは召使の老女の心中であっ
て王妃でも女神でもない。豚飼いのエウマイオスが子供の頃両親のもとから撰われ，イタケー
に売られて今日に至った身上話に続いて，老女エウリュクレイアの実母のような母性愛の心
情に語りの焦点が移って，オデュッセウスのイタケー帰国後は物語がにわかに写実的になり，
神々と英雄の叙事詩から人の子の話へと移調する。そこにはオデュッセウスの肉体の肌触わ
りが延べられている。
　オデュッセウスはあらかじめ，自分と同じような苦労を経験した心正しい老女でなければ
自分の足に触わってもらいたくないと妻のペーネロペイアにいっている。これは目分の正体
を妻の求婚者たちに知られたときに身に振りかかる危険を避けるために，一番信頼のおける
乳母のエウリュクレイアに足を洗わせようという深盧によるものだが，その計算のためだけ
ではなく，苦難を生き抜いた肉体の存在的価値を正しく評価できるものとして，この世に存
在した最初の瞬間にオデュッセウスの身体を取り上げ，育てた，母にっぐ女を選んだのであ
る。オデュッセウスの正体が彼の館で知れる直前，彼の身体は力の行使としてではなくそれ
自体の記号として，もっとも価値が高まっている。
　Thereupon　the　crone　took　the　shining　cauldron，　wherefrom　she　set　to　wash　hjs　feet，　and
poured　in　much　cold　water　and　next　mingled　therewith　the　warm，　Now　Odysseus　sat　aloof　from
the　hearth，　and　of　a　sudden　he　turned　his　face　to　the　darkness，　for　anon　he　had　a　misgiving　of
heart　lest　when　she　handled　him　she　might　know　the　scar　again，　and　all　should　be　revealed．　Now
she　drew　near　her　lord　to　wash　him，　and　straightway　she　knew　the　scar　of　the　wound（20♪，
「こう言うと，老女はいっも足を洗うのに使う輝く鉢を手に取り，冷たい水を十分に注ぎ入
れ，湯をまぜた。オデュッセウスは炉から椅子を遠ざけて坐り，突然，暗いほうに顔をむ
けた。自分にさわって傷に気がっき，見破られはしまいかと，ただちに心に懸念したから
だ。老女は近づいて，主人の足を洗い，すぐに傷に気がっいた。」
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　老女が水に湯を混ぜるという家庭の作法がスローモーションで述べられるくだりの写実性
には注目すべきものがある。炉のほの明りと，焔の明りの届かぬ暗がりとの対照と，盲目の
手の触覚による認知というこの感動的な場面は一幅の歴史画である。しかもそれは過去の傷
に触れられ，触れるという，時間に伸べられた身体存在の急所の徴しをあぐるものである。現
在のオデュッセウスだけではなく，成人した日から今日に至るまで同一の肉体にっながって
存在しているオデュッセウスの確認である。
　この危うい瞬間，ホメーロスはその場を離れて二ページにわたる傷の由来の語りを挿入す
る。この主題からの逸脱がサスペンスを高めるための文学の手法ではなく，　「物事のあるが
ままの姿と自然の成り行き」tz1》を私たちに語るためであると，シラーの言葉を引用しながらエ
リッヒ・アウエルバッハは論じた。ホメーロスの物語には遠近法の背景はなく，前景の現在
があるだけで，この「遅延の要素」｛22｝も，すべてをあいまいなままにせず外面化しなければな
らないホメーロスの文体のせいであると考えた。
　オデュッセウスが生まれたとき，エウリュクレイアは赤児を彼の祖父のアウトリュコスの
膝に乗せて名前をつけさせた。彼が成人して祖父を訪れ，その翌朝祖父の息子たちと猪狩り
をしたとき，白い牙で膝の上の肉を引き裂かれた。傷を癒し，贈物をもらってイタケーへ帰
るまでの一部始終を，アウトリュコスの天賦の才についての評言まで含めてホメーロスはた
　　　　　　　　　　　　　　　　fっぷり語る。
　アウエルバッハは旧約聖書の前景と背景を構成する主観主義的遠近法的手法と対照させて，
ホメーロスの文体はまんべんなく光を当てられ，まんべんなく客観的な現在のみがあること
を指摘している。この古代の古典が並列した現在によって構成された前景の，感覚的に十分
に外面化され，時間・空間的に明確に位置づけられた表現世界であることを考えると，それ
から三千年近く経った後のジョイスの『ユリシーズ』を通って，映画やテレビの科学技術メ
ディアの世界と比較して，そこに驚くべき共通性，人間の語りの朗唱と聴取の現在性の原型
とその普遍性，今日の感覚的現在時制の情報的文明に共通するものが見られるのである。
　アウエルバッハは老女が傷を認知する二行前の，オデュッセウスが傷を老女に知られはし
まいかと胸騒ぎがする時点で，オデュッセウスの主観的回想としてこの傷の由来の話を挿入
すれば，構成上きわめて容易な遠近法になったであろうといったが，この膨張した括弧入り
の挿話が遅らせる間合はオデュッセウスの人生の感慨のために使われるよりも，二十年の空
白の後にオデュッセウスの乳母が英雄の帰還を知った感動を噛みしめるためにあるべき時間
である。これは老女の主観的回想でもなく，すべてに照明を当てるホメーロスの馴染みの手
法で無感動に並べられ，伸べられた語りではあるが，それは聞き手＝読み手に確実に，エウ
リュクレイアの手が傷に触れた瞬間の，胸の張り裂けるような感動と感慨を味わわせる効果
をもっている。それは語りの当然の技法ではあるが，ホメーロスはそれを主観的に盛り上げ
るのではなく，つまり遠近法的な時間の奥行の遡行，べっの表現をすればプルースト的記憶
意識の探求ではなく，べつの次元の時間の現在を併置することによって，聞き手＝読み手の
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心中に自発的な時間の遠近法が生じる効果を考えていることになる。それが客観的な現在の
進行の形式をとるために，自発的な遠近法は自然の遠近法のような実体的な裏づけをえるこ
とになる。この語りの安定と一貫性が作中人物，とりわけオデュッセウスの肉体であり，エ
ウリュクレイアが今，赤児の主人を取り上げて以来の手でそれを支えているのである。老女
は母親に代ってオデュッセウスの肉体を確かめ，語りの中に伸べ拡げている。
　こうして語りは再び傷の現在へ戻る。
　Now　the　old　woman　took　the　scarred　limb　and　passed　her　hands　down　it，　and　knew　it　by　the
touch　and　let　the　foot　drop　suddenly，　so　that　the　knee　fell　into　the　bath，　and　the　brazen　rang，
being　tumed　over　on　the　other　side，　and　behold，　the　water　was　spilled　on　the　ground．　Then　joy
and　anguish　came　on　her　in　one　moment，　and　both　her　eyes　filled　up　with　tears，　and　the　voice　of
her　utterance　was　stayed，　and　touching　the　chin　of　Odysseus　she　spake　to　him，　saying：
　‘Yea　verily，　thou　art　Odysseus　my　dear　child，　and　I　knew　th¢e　not　before，　till　I　had　handled　all
the　body　of　my　lord（22｝．’
「老女は手で足を取り，上から下にさするうちにこの傷にふれて，はっと気がつき，足をは
なした。膝はそれで水盤に落ち，青銅の盤は音を立てて一方にかたむき，水は床にこぼれ
た。歓喜と悲痛が心をとらえ，両の眼は涙にあふれ，のどがっまって声も出なかった。オ
デュッセウスのあごにふれて，老女は言った。
『ほんとにオデュッセウス様です，いとしいお子！それなのに，ご主人の体じゅうさわって
みなくては，わからなかったとは！』」
　神々と英雄たちから別れてオデュッセウスが父と夫に還り，イタケーに帰った後は各場面
で話者の語りが多くなる。膝が水に落ち，水盤が鳴り，傾いて水が床にこぼれるスローモー
ションは，この物語全体の中でもっとも写実的な細密描写で，映画のワン・ショットを思わ
せる正確な運びである。この客観的な，カメラ的ともいえる外面描写の内側で，それが表現
しているものは老女の盲目的な手触わりと一瞬後の歓喜であり，目は涙に曇り，声一語りの
声もつまる。すると手は今度は大胆にもオデュッセウスの足でばなく噸に伸びる。老女のロ
　タから出た言葉はオデュッセウスの身体に裏づけられた名前である。
　「あなたはオデュッセウス様ではありませんか」
　エウリュクレイアは二度その肉体を取り上げ，オデュッセウスは二度イタケーの地に誕生
する。が彼はたちまち老女の喉をっかみ，その名を口止あする。語りの声がつまり，ほとば
しり，圧し殺されるこの認知の場面はオデュッセウス物語の急所である。それはホメーロス
が語りの喉を締めたからである。物語全体でここほど身体が聞き手＝読み手に迫り，言葉が
身体の中から，身体のために発せられ，また身体の中に押し戻される場面はない。それはオ
デュッセウスの誕生と，成人して猪の牙によって受けた身体への刻印と，今また二十年の放
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かなめ浪の後，乳母の手により再度青銅の水盤の中から取り上げられて誕生した存在の要の，しか
し危機的な瞬間である。そのような瞬間，言葉は身体のもっとも近くにいる。声は身体の中
から出てくるものだからである。
　ヴィーコはこれまでの世界には三つの時代があって，それぞれに対応する三種の言語が語
られてきたといった。三つの時代とは神々の時代，英雄の時代，そして人間の時代であり，
三種の言語とは第一に象形語，っまり神の言葉である神聖語または秘密語で，無言の所作に
よって語られ，第二は英雄語で，英雄の功業が比喩と自然描写を介して語られ，第三は人間
語で，民衆に適した俗語で，日常生活の実用に役立った，という㈱。『オデュッセウス』はこ
の三っの時代を含んでいるが，神々と英雄の境は神話と歴史の境で，吟遊詩人に語られる神
話は詩語や俗語によるものであるから無言の神聖語ではなく英雄語の延長である。神々は天
地の怒りであり，魔法をもった海の力であるので，造物主で，無言の思考と意志をもち，窺
い知れぬ内面の奥行のある父なる神とは違って，風と太陽と雨と海の語りであり，大地の揺
らぎである。それらはすべて言葉で語られ，その考えと決意は明快である。英雄オデュッセ
ウスは神に比肩する力を失ったときは人間のように心中で悩む。神々に翻弄されて二日二夜
波の間に漂い，ようやく陸と森とが見えてきたとき，人間の国に帰ってきた喜びを覚える。大
波にもまれ，やっと美しい川の口に泳ぎっいたオデュッセウスは川の神に祈る。
Yea，　reverend　even　to　the　deathless　gods　is　that　man　who　comes　as　a　wanderer，　even　as　I　now
have　come　to　thy　stream　and　to　thy　knees　after　much　travail｛M｝．
「多くの苦しみにあった後に，あなたの流れ，あなたのお膝下に来たわたくしのように，さ
迷って来た男を不死の神々さえも拒みはなさらぬのです。」
　オデュッセウスはひとりの男になって，川の女の膝を求めている。身体ひとっの無力な条
件になったとき，英雄は人間の姿に還る。イタケーの館に帰ったオデュッセウスはさらに老
女エウリュクレイアに足を取られて，いっとき乳母に育てられた子供に還る。
　ギリシア各地の町でホメーロスと称された詩人が『オデュッセイア』の歌をそのときどき
に即興的に神話を組み合わせ，物語を伸縮自在に歌い続けたことはたしかとして，それ以前
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nにギリシア語のアルファベットはあったか否かは長く，また永遠の議論のテーマではあるが，
この口承叙事詩が言語に転記されたから詩は残った。歌われた言葉は日常の俗語でもなけれ
ば文章語でもない。長い時間をかけて口述筆記される過程で，通常の速いリズミカルな吟唱
よりも膨らみ，追加されていったであろう。読み手は詩を黙唱しなければならないが，聞き
手は歌が実演されることによって，その場面に取り込まれ，参加させられ，芝居や映画を観
るときと同じく，歌われる時間はっねに現在として受け取り，っぎっぎと先へ進行しながら，
物語の構成を辿っていく。立ち止まって絵を見たり，繰り返し詩を読むのとは違って，速や
かに朗唱されていく言葉を耳で追い進むときは，象徴的・暗示的に背景に仕組まれた時閤の
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遠近法を認めたり味わう余裕はない。色の濃淡や意味のあいまいさを透かし見，時間ととも
に見えないものが見えてくる想像力の働きを待ついとまもない。ホメーロスの語りがすべて
均一に照らされた前景の現在から構成されているのは，詩人自らが自分の口から声とともに
歌って聞かせるという条件によっている。これらの言葉の背後にはそれを歌う詩人の声と肉
体が現在しており，言葉の意味する時間よりも，読み手には聞こえず，見えない詩人の身体
の実演が，物語の前景を提示する背景であり，それを裏づける素材である。
　本来肉体の声に荷われていた言葉が文字に転記されると，言葉は感覚的な身体性，身体の
見えない奥行，言葉の個的肉の源泉を失う。共同体の神話と歴史と，言語と，修辞の源泉が
文字の中に残る。そこから文献の研究が始まるわけだが，やがて言葉はもとの音声を失って
記号だけが残るから，失われた身体を現代の詩人や役者によって復元することは不可能であ
る。言葉の意味からオデュッセウスの肉体を想像することはできても，ホメーロスの肉体と
声を想像することはむつかしい。しかし文体の中に，それが描く対象の細部の中に，盲目と
いわれるホメーロスの心のまなざしと，彼の肉体がどう反映されているか，その目と身体の
見えない輪郭をテクストの上になぞり探り，テクストの“肉付け”をたしかめることによっ
て，作者と作品の表裏の関係をつかむことは文学の新しい課題である。それは記号の関係に
よっては解明することのできない，詩的であるとともに人間的なまなざしを分析の網目の問
に滲ませ，テクストの肉を練り，見えない塑像を造り上げていくことである。
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